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【学 フォーラム】 

 

愛知 の と成  

人 環 大学 藤    

 

要 旨 

 では 25 の が確 され、 と するとこの 現 は大 に少なく、

地の環 化を示 するものであった。本 の である は 8 9 に減少す

る一方で、 は 7 に する現 が られた。このことは、高 に い

が に減 した一方で、高 性の高い が大 に した結果と考えら

れる。今 は、さらに ・ ・ な の調査を 的に行い、

の についてモ タ ングを ける必要がある。 

 

 

１．本研究の  

では、1945年から 1997年までに め てな によって 42%の が われ、

の 性の 下 の を いている(愛知 , 2019)。しかし、 における の

調査は限定的で、現 の に する は に い。なかでも 産 要 である

(Venerupis philippinarum)については、 においても最も 要な である

にもかかわら 、その 育 況は く 明である。そこで本研究では、 ン

の 域において、 の環 が なる地 から られた 本をもとに、 組成の

節 化 、その地 別の 同を明らかにすることを目的とした。加えて、 産 要 であ

る については、 の成 の を する指 として な 指 に基づき、同

の 育 況を 定することで、 環 の現 を した。 

 

２．方  

2022 年 6 9 に愛知 市 の の ン にて調査を行った（

１）。 ン において、環 の なる 4

地 、St.1 St.4を 本地 として 定した。St.1

は の前 付 で が の地 、St.2 4

は の地 とし、St.2、3は の 場の付 で

が の地 、St.4 は の れ みのある

口付 で は の地 であった。 地 に

おいて、GPSを用い 度、経度を した。6 は

調査地 の 定のため 2 日に分けに調査を行った

が、7 9 の は に1 調査を行い、大

前 の日 を調査日 とした。 

 

．結果 

（１） 組成の 要 

 本調査で とした である ン において、 が 8 、
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稿 は 2 ー 内といたします（タ ル、 （ ）、 ブ ラク 、 、 も

限 に まれます）。 
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（２） の について 

 商品、 ( 通)、価 、 について 定する 

 

a) 商品について 

の一品ものを 2、3個。 み は を用 する。 品を 用する。

ーは から める。そして を し、 品で作れそうなものを ック

ッ する。ここで 品の 用に際した 定という ラ ーンの  

を ーの さで していく。 

 

） について 

  前日 った 材を する。 った 材を 産 の方には ち ら に い取ら ていた

く。その上で うしても りない素材があるときは 場で する 

 

）価 について 

  ワン ンで なものにする。なる く の ン で価 がないようにする。 

 

） について 

  岡崎の にある JAの の に でいる人( れ、高齢 )を 定し、 な

も に れる 

 

（ ） クについて 

  品の品 理が しいこと ラ ーンが 定であること、産 の商 から

かなり れている の 的 の取 が しいこと。品 め、日 わりで ー

ンの さで し、 ッ ンカーの 用で 的 の も に れる。 

 

考  

・JA藤 より提 していた いた との の 上ラン ング（１年分） 

 

 

 実現に際して、 しい 分はいくつかあるが、 をしっかりと作って、 を上 られる

ような ムづくりをできるような として地域産業の活性に 力できればと う。 
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が 17 の で 25 の が された。 された グ (Meretrix lusoria)は

グ (Meretrix petechialis)が している可能性が高いが、同定が なため本調査で

はこの 2 の 別は行わなかった。 25 の で は 6 であり( カ 、 フ

、 、カ 、 、 グ )、愛知 の ッド に されている は

9 ( 、 、ムラクモ 、 、 、 クラ、

ムラ 、 、 グ )であった。 

 

（２） と の 組成の 移 

は、 的に が く され、成 は と されなかった。また、6 か

ら 7 は 加しているが、7 から 9 は減少した。 分 からみて、7 には小型個 の

現が られたが、9 にかけて減少した。しかし、 の大きい が高くなり、成 がうか

がえる。一方 は、7 の St.3、St.4では く された。特に、7 の St.3、

8 の St.4、9 の St.3、St.4では特に く された。また、7 から 9 にかけて が

大きい個 が く された。また、 は 7 に に を し、 も大

きい個 が 加した。 

 

．考  

 本調査では 25 の が され、そのうち愛知 の ッド に されている

は 9 であった。先行研究と ると、 された は大 に減少した。現 の

は、10年前より の 性がないといえ、発 されなかった は 減したといえる。一方

クラ、 、 は本調査でのみ された。これらの が しく発 された

については、 ( ・ ・ な )の 化が していると考えられる。しかし、理 は

明であるため今 も調査が必要である。 

の （St. 2, 3）では、6 から 7 にかけて が 加したが、7 9 は

に大 な減 が られたた。これは、7 に大 に された との競 、

また 30 上の高 により したと考えられる。 の環 （St. 1）では 、

の が少なく、 グ フ の が かった。 、

は の を み、成 した グ は を 。これらから、環 によって

組成およ 組成に大きな いがあると考えられた。今 は、さらに ・ ・

な の調査を 的に行い、 の についてモ タ ングを ける必要が

あると考えられた。 
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